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梅　垣　昌　子
「あの夕陽」とデルタの変容
―フォークナーのブルース1）―
　1931年にAmerican Mercury誌に掲載された「あの夕陽」（“That Evening 
Sun”）は、ヨクナパトーファ郡のジェファソンという架空の町が舞台と
なっている。作者のウィリアム・フォークナーは、1897年にミシシッピ
州の北東部に位置するユニオン郡のニュー・オールバニーに生まれたが、
5歳の時に、同州のラファイエット郡オックスフォードに移り住んだ。後
に脚本家としてハリウッドで長期間の仕事に携わることになるが、オッ
クスフォードは終生、フォークナーの故郷であり活動の拠点であった。こ
のオックスフォードの町が、ヨクナパトーファ郡ジェファソンのモデルと
なっている。
　10代の半ばごろから詩作を始めたフォークナーは、オックスフォード
にあるミシシッピ大学の学生たちの創作活動に興味を示し、大学年報Ole 
Missにスケッチを投稿する。士官候補生のときに第一次世界大戦が終結
し、帰郷したフォークナーは特別学生として、ミシシッピ大学に籍をおい
た。その後ニューヨークでの生活を体験して、20代半ばに再び故郷に戻り、
今度はミシシッピ大学構内の郵便局長の職に就く。職務怠慢で退職という
事態になったあとは、ニューオーリンズからパリへと広い世界へ出てゆ
く。30代になって間もなく結婚し、オックスフォードの築80年以上の屋敷
を購入してローワン・オークと名付けたフォークナーは、生涯を終えるま
での30年余りをここで過ごした。この家の書斎の壁には、1956年のピュー
リッツァー賞を受賞した『寓話』のアウトラインが、フォークナーの手書
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きで残されている。
　「あの夕陽」の舞台であるヨクナパトーファ郡ジェファソンが、フォー
クナーの故郷の町、オックスフォードをモデルにしているとすれば、ミシ
シッピ州を舞台とするフォークナーの作品世界において、ジェファソンの
町はミシシッピ・デルタの外に位置することになる。ここでいうデルタと
は、ミシシッピ川の東側にひろがる、広大な沖積平野のことである。そう
でありながら、あえて本論のタイトルにおいて、「あの夕陽」と「デルタの
変容」を結びつけたのには理由がある。
　フォークナーの作品において、荒野と人間の営みは密接に関わりあって
おり、特に20世紀前半におけるデルタ地域の開発すなわち荒野の縮小は、
町の物語の背後で大きな位置をしめている。「あの夕陽」の冒頭において
も、そのような時代の流れが、まことに鮮やかに切り取られて提示されて
いる。さらに、「あの夕陽」のタイトルが示唆するブルースの音楽は、まさ
にこのデルタ地帯を舞台に胚胎し拡大していったのである。本論では、そ
のような背景に照らして、この作品を読み直してみたい。「あの夕陽」の中
で起こる出来事が、いかにデルタ地帯の変容と裏表の関係になっているの
か、また作品のタイトルが、どのように当時の時代背景と関わってくるの
かという疑問を出発点として、考察を進める。
1
　「あの夕陽」はコンプソン家の出来事を扱っており、語り手に設定され
ているのは、長男のクエンティンである。それゆえこの作品は、フォーク
ナーの初期の代表作である「響きと怒り」の中で重要な役割を果たすクエ
ンティンの、幼い頃を描いた短編として、注目されることが多い。またこ
の短編のタイトルが、1914年に発表されたセントルイス・ブルースの一節
であることは、よく知られている。
　しかし、W.C. Handy が作曲したセントルイス・ブルースと、「あの夕
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陽」の内容とは、一見密接なつながりはないように思われる。2）それゆえ、
フォークナーとブルースをゆるやかに結びつける批評はいくつかあるにし
ても、タイトルとストーリーとの関連を掘り下げて論じ、成果を上げてい
るものは、まだ見当たらない。ましてこの物語が展開する19世紀から20世
紀への世紀の変わり目から、語りの現在である20世紀初頭のミシシッピに
おける、エスニシティのダイナミクスを視野に入れて、社会的・歴史的文
脈に照らして論じたものは、決して多くはない。
　そこで、もう一度原点にたちかえって問うてみる。このようなタイトル
を冠した物語を、フォークナーはなぜ、子供の視点から語らせたのだろう
か。この短編の冒頭は、ノスタルジックな情感に包まれているように思わ
れる。しかしながら、そのあとに語られる物語の内容は、大変過酷な現実
を映し出している。
　本論では、「あの夕陽」のストーリーがクエンティンの視点で語られて
いることを踏まえたうえで、フォークナーがなぜこのタイトルを選んだの
か、またそのような選択によって、変容するアメリカ南部のいかなる現実
を描きたかったのか、ということを考察する。それに先立ち「あの夕陽」に
関する批評の流れと、作品の成立事情を確認しておかなければならない。
2
　「あの夕陽」が論じられるときは決まって、“the most reprinted and antholo-
gized of all Faulkner stories”などという枕詞がつく。また、さまざまなアプ
ローチがあるなかで、大方の批評家の意見が一致しているのは、これが
フォークナーの短編のなかでも珠玉の一作である、ということである。語
り手や登場人物が共通することから『響きと怒り』（The Sound and the Fury）
や『尼僧への鎮魂歌』（Requiem for a Nun）、および短編「正義」（“A Justice”）
との比較のうえで「あの夕陽」を論ずる向きもあるが、Hans Skeiなどのよ
うに本作品を、それ自体で完結する独立したひとつの短編として論ずると
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いう見方が、主流を占めている。4）本論においても、Skeiと同様の立場を
とる。
　多くの批評家が、この作品について“inexhaustible”という言葉を用いる
が、Laurel Bollingerも例外ではない。汲み尽くせない要素であふれている
この作品は、学生だけでなく研究者にとっても特別チャレンジングなもの
であるとBollingerは評している。その原因は、解決できない事象が、こ
の作品に数多くあふれていることだと判断している。Bollingerは、この作
品の最初のセクションで次々に生み出される謎が、未解決のまま次のセ
クションにもちこされ、エンディングを迎えると述べている。5）Laurence 
Perrineも同様の指摘をしている。ストーリーを読む過程で21を超える疑
問がでてくるが、それらが解決されないまま終わってしまうというのであ
る。6）
　Bollingerはまた、「あの夕陽」における物語の重心が、黒人女性のナン
シーから子供たちへと、徐々に移っていると主張する。ストーリーが進む
につれ、ナンシー自身の運命よりも、ナンシーをどのように捉えているか
という、子供たちの価値観が前面に出てくるというのである。そのうえで、
物語の最後におけるナンシーの不在を強調し、物語の二重性に着目してい
る。つまりこの物語が、子供とナンシーという2つの中心をもつことを指
摘しているのである。（Bollinger, 55）
　それならば、ストーリーの冒頭から中心的な役割を担っていたナンシー
は、なぜ最後に消えてしまうのだろうか。そもそも、この前提は正しいの
だろうか。ナンシーは物語の中心の座を、子供たちに明け渡しているのだ
ろうか。タイトルのあり方にまで視野を広げて、この物語を注意深く読み
進むとき、また、ブルースという事象に照らして物語を読み進むとき、そ
の背後には一貫してナンシーのぬきさしならぬ存在のありようが、中心的
な位置を占めていることがわかってくる。
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3
　フォークナーは、「あの夕陽」の原形となる原稿を、1930年10月2日に、
Scribner's Magazineに郵送した。しかし原稿は却下された。その22日後、
フォークナーはAmerican Mercury誌に原稿を送っている。これが1931年3
月に、同誌に掲載されることになった。しかもそれが表紙に取り上げられ、
なおかつ巻頭に掲載されるという、第一級の扱いをうけた。後にこの作品
は、2つの短編集に収録された。1931年の『これら13篇』（These13）と、
1950年の『短編集』（Collected Stories）である。
　このような出版の過程で、「あの夕陽」のストーリーには結果的に、4つの
版が存在することになった。まず “Never Done No Weeping When You Wanted 
to Laugh”（「笑いたいときに泣いたためしがない」）というタイトルの6ペー
ジのマニュスクリプト、次に、“That Evening Sun Goes Down”というタイト
ルの26ページのタイプスクリプト、そして更に、American Mercury誌に掲
載されたバージョン、最後に、These 13とCollected Storiesに収録された最終
版である。この最終版が、現在広く読まれているものである。以前の版に
おけるタイトル末尾の“Goes Down”の部分を削除した、 “That Evening Sun”
という名前で知られている。
　ところで3番目のAmerican Mercury版と、4番目の『短編集』収録版には、
内容に若干の相違が見られる。編集者のH.L.Menckenが、作品の一部修正
を要求したためである。メンケンはまず、ナンシーの夫がジーザスという
名前であることに違和感を表明した。黒人がこのような名前をもつのは希
有だし、読者の反応を考えると変更したほうがよいという考えであった。
　メンケンはまた、ナンシーの妊娠をめぐる夫婦の会話の内容について懸
念を表明し、変更を求めた。American Mercuryを手にする一般読者には、表
現が強烈すぎるのではないかというのである。「あなたのような腕のある
作家にこのような指摘をするのはためらわれるが」と控えめな様子をみせ
ながら、それでもこの変更は、自分の“best editorial judgment”であると明確
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に主張している。そのうえで、掲載を希望するなら手直しした原稿を送り
直すよう、フォークナーに要求している。7）
　フォークナーは、これに対してどのように反応しただろうか。自分の作
品を評価してくれたメンケンに謝意を表し、「ボストンの人々の気に障ら
ぬよう」Menckenの言う通りに書き直したのである。8）ただフォークナー
は、このままでは終わらせなかった。Menckenの指示で変更した部分につ
いては、この作品をThese 13 やCollected Storiesに収録する際、再び元に戻
したのである。従って現在流通している最終版は、フォークナーの最初の
意図が生きた作品になっている。
　作品の成立に関わるこの一連の出来事は、「あの夕陽」の本質がどこにあ
るのかを考える際、多いにヒントになる。Menckenの判断によって一旦は
物語から抜かれ、後に作家自身によって再び元に戻された部分を見ると、
フォークナーがこの物語において何に焦点を合わせたかったのかが、見え
てくる。9）フォークナーは、南部の状況に不案内な北部の白人エリート層
にはいささか強烈に映るかもしれない、南部黒人の過酷な、そしてその過
酷さが日常そのものであるような状況を、ありのままに描ききろうとした
のではないか。また当初のタイトルが、“That Evening Sun Goes Down” で
あったこと、すなわちセントルイス・ブルースとの関連がより強く示唆さ
れるタイトルであったことを考え合わせると、ブルースと密接な関わりを
もつ人々、すなわちアフリカン・アメリカンのありのままの姿を描くこと
が作者の意図であったと推測できる。
4
　作品の成立事情から作者の意図を推し量ったうえで、物語の詳細に目を
移してみよう。「あの夕陽」の語りの枠組みは、多少複雑である。24歳に
なったコンプソン家の長男のクエンティンが、15年前を振り返って語って
いるという設定になっている。クエンティンが9歳、妹のキャディが7歳、
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弟のジェイソンが5歳のときの出来事である。作品の冒頭で語り手が過去
を振り返る眼差しには、文明の力を必ずしも肯定的に受け入れていない様
子が感じられる。
Monday is no different from any other weekday in Jefferson now. The streets 
are paved now, and the telephone and the electric companies are cutting 
down more and more of the shade trees — the water oaks, the maples and 
locusts and elms — to make room for iron poles bearing clusters of bloated 
and ghostly and bloodless grapes, and we have a city laundry which makes 
the rounds on Monday morning, gathering the bundles of clothes into bright-
colored, specially made motor-cars: the soiled wearing of a whole week now 
flees apparition-like behind alert and irritable electric horns, with a long 
diminishing noise of rubber and asphalt like a tearing of silk, and even the 
Negro women who still take in white peoples’ washing after the old custom, 
fetch and deliver it in automobiles.
 But fifteen years ago, on Monday morning the quiet, dusty, shady streets 
would be full of Negro women with, balanced on their steady turbaned heads, 
bundles of clothes tied up in sheets, almost as large as cotton bales, carried 
so without touch of hand between the kitchen door of the white house and the 
blackened wash-pot beside a cabin door in Negro Hollow. (289)
語りの現在において、町は電化され街路は舗装されて、洗濯物の回収に自
動車が使われるようになっている。しかし15年前には、土埃の舞い上がる
道路の木陰の下を、黒人の女性たちがシーツでくるんだ洗濯物を頭の上に
のせて運んでいた。収穫したコットンの梱ほどの大きさにもなる洗濯物の
固まりを、白人の家の勝手口から黒人居住区の洗濯釜のところまで、歩い
て運んでいたのである。そのような風景が、24歳の成人男性の表現力で描
出されている。
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　この冒頭の部分で語り手は、文明の象徴である電球に言及するのに、い
ささかグロテスクな比喩を用いている。「血の通っていないブドウの房」
（“bloodless grape”）という表現は、ナンシーの夫の名前である「ジーザス」
（“Jesus”）と、奇妙に響きあう。イエス・キリストの血の象徴としてのブ
トウ酒というイメージが、宗教的な慈悲や隣人愛の世界から隔絶された、
黒人たちの過酷な現実と並置され、さらに、イエス・キリストの不在と、
ナンシーの夫ジーザスの不在とが重なりあってゆく。すでにこの冒頭部分
に、これから展開する現代のアイロニカルな状況の伏線が、張られている。
　またこの冒頭部分で語り手は、消え行く過去の幻影を尻目に、台頭しつ
つある現代の文明社会を描写しているように見えて、実はその逆を志向し
ている。この語り手によれば、ミズガシワやカエデやニセアカシアが次々
に倒され、それに取って代わってどんどん増えていく電灯のほうが、「幽
霊のよう」（“ghostly”）なのである。さらに、派手な色に塗った回収車で運
ばれていく洗濯物のほうが、「亡霊のよう」（“apparitionlike”）なのである。
つまり、この冒頭部分において早くも語りの現在は徐々に後退して消え失
せ、15年前の物語の現在が、具体的な血の通った日常として立ち現れてく
るのである。
　この作品の語り手については、他にも注意すべき重要な点がある。冒頭
の語りは上述のように、成人したコンプソン家の長男の語り口であるが、
ストーリーがすすむにつれ、この口調が微妙にゆらぎだす。大人の口調か
ら、15年前に少年だったころの口調へと語りが変化してゆくのである。こ
の作品は6つのセクションからなるが、一番長い最初のセクションの終わ
りに近づいたあたりで、いつのまにか読者は少年のメンタリティーを通し
て、物語世界にアクセスするよう操作されてくるのである。たとえば、極
めて滑らかに繰り出される “Dilsey was still sick in her cabin. Father told Jesus 
to stay off our place. Dilsey was still sick. It was a long time. We were in the library 
after supper.” (292) のような語りに着目してみよう。語り手の言葉は平易で
センテンスは短くなり、さらに重要な特徴として、同じフレーズの繰り返
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しが頻出するようになる。
　語り手は大人の価値観を通してストーリーを解釈する立場にいるのだろ
うか。それとも完全に後ろへ退いて、子供の視点を借りてありのままの現
実を提示しようとしているのか。子供の視点とはとりも直さず、人種的偏
見に満ちた世界へ、それを慣習と受け入れて足を踏み入れる以前の、イノ
セントな、むしろ南部の現状を鑑みれば「ナイーブ」な視点である。この
ように、語りの立ち位置に曖昧さを残したままストーリーが進行するが、
次第に子供の視点が優勢となり、その状態で物語は終わりを迎える。冒頭
に現れた大人のクエンティンは、語り手に復帰することはない。
　語りの曖昧性に関連してもう一点、注意すべきことがある。過去を振り
返って語るという枠組み上、語り手の記憶に浮かぶ出来事や事物を手がか
りとして、過去をたぐり寄せるという体裁を取っているため、作品のセク
ションごとに時系列の流れが乱れ、物事の前後関係が曖昧になっている点
である。
　では、このような語りを通して、どのような南部の現実が立ちあらわれ
てくるのだろうか。冒頭のセクションで時間軸を自由に移動し、ノスタル
ジックな思いを綴った語り手は、続く2番目のセクションにおいて、特定の
日のできごとを子供の視点で、時系列にそって語り出す。最初のセクショ
ンに現れるエピソードの断片を並べ替えてつなぎ合わせ、子供の目の向こ
うに何があるのかを推測しながら、セクション2の後半以降を読み進んで
みる。そうすると、黒人女性のナンシーの身に起こっていることの詳細が
浮かび上がってくる。それを整理すると、以下のようになる。
　「洗濯屋」のナンシーの仕事は重労働だが、夫のジーザスは非協力的で
ある。コンプソン家の台所仕事を一手に引き受けている、黒人女性のディ
ルシーが長い休暇をとった時、ナンシーは彼女の代役をつとめることにな
る。しかしナンシーの働きは、ディルシーには及ばない。寝坊して朝食
を作りにこないナンシーを、コンプソン家の子供達が迎えにいくことが常
態化する。一方コンプソン家の台所にジーザスがやってきて、ナンシーの
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邪魔をする。コンプソン氏は彼に、出入り禁止を言い渡す。このときナン
シーは、夫以外の、おそらく白人男性の子供を妊娠するはめになっており、
ジーザスはもちろん激怒して、ナンシーに危害を加えかねない状態になっ
ていたのである。ほどなくジーザスは姿を消す。メンフィスかセントルイ
スに言ってしまったのだと推測されるが、ジーザスが自分を殺しに戻って
くるという恐怖に、ナンシーはとりつかれる。ある日の夕方、一人で帰るの
が怖いナンシーは、子供たちを小屋に誘う。おとぎ話をしたりポップコー
ンを作ったりして子供をひきとめようとするが、幼いジェイソンがぐずり
始める。迎えに来た父親が、3人の子供を連れて家路につく場面で、物語
は幕を閉じる。
　以上が、ナンシーが置かれている状況と、それを間近で見ている子供達
の反応についてのあらましである。ブルースに引きつけてこの物語を再解
釈するまえに、着目しておきたいことが三点ある。
　第一点は、子供の発言に大人の価値観がくいこんでいる様子を、そのこ
とに関する善悪の判断を全く差し挟まずに、語り手が提示し得ていること
である。もし完全に子供の視点で語られているのであれば、このような微
妙なニュアンスを伝えることは困難である。しかし既述のように、語り手
として子供のクエンティンと大人のクエンティンが交錯する事により、そ
れが可能になる瞬間がある。語りのゆらぎによって、大人の価値観を鵜呑
みにしている子供の姿が、客観的に提示される場面が出てくるのである。
例えばナンシーの行動の意味について、子供達が直感的に真理をかぎつけ
る次のような場面である。
So after a while we quit chunking the house and went back home. When 
she finally came, it was too late for me to go to school. So we thought it was 
whiskey until that day when they arrested her again and they were taking 
her to jail and they passed Mr. Stovall. He was the cashier in the bank and a 
deacon in the Baptist church, and Nancy began to say: “When you going to 
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pay me, white man? When you going to pay me, white man? It’s been three 
times now since you pay me a cent—” (291)
大人たちはナンシーの、子供のお手本になるとはいえないような行動、あ
るいは白人の共同体の規範内では説明しがたい言動に関して、アルコール
やドラッグなどの影響であるとして、彼女を社会の逸脱者として扱う。こ
の理由づけを、子供がそのまま自分の判断のよりどころとして無批判に受
け入れる様子が、物語の随所に見受けられる。この状況は、大人のクエン
ティンが当時を批判的に振り返る事によって、初めて明確化される。
　第二点は、「あの夕陽」における子供たちが、人種問題に関わる非常につ
らいイニシエーションを経験する時期にきているという点である。10）この
作品は、まさにその現場をきりとっている。例えば、夫のジーザスを極度
に恐れるナンシーを、自分の部屋に泊めてあげようとする幼いジェイソン
が、その善意を見事に打ち砕かれて泣き出す様子を見てみよう。
Caddy asked mother. Jason went too. “I can’t have Negroes sleeping in the 
house,” mother said. Jason cried. He cried until mother said he couldn’t have 
any dessert for three days if he didn’t stop. Then Jason said he would stop if 
Dilsey would make a chocolate cake. Father was there. (299)
母親から言い渡された大人の世界の常識に、即座に拒否反応を示すジェイ
ソンであるが、次の瞬間には「デザート」を餌に懐柔されてしまう。みず
からチョコレートケーキを持ち出して取引に応じ、自分が泣いたことさえ
間もなく忘れてしまうジェイソンの姿は、南部社会で多くの子供が辿るイ
ニシエーションの道筋を暗示している。
　最後に着目したいのは、上記のようなイニシエーションの時期に差しか
かりつつある子供達はまた、白人の大人たちの世界と、黒人たちの世界と
の間を、自由に行き来する存在でもある、という点である。子供たちは、
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ふたつの世界の境界線である“ditch”を渡って、黒人達の居住する低地の区
画、“Negro Hollow”のナンシーの家に出かける。このような子供の視点を
用いることによってフォークナーは、ナンシーの過酷な現実のありのまま
の姿と、それを白人の規範にあてはめて判断しようとする大人達の姿との
双方を、善悪の判断を留保した状態で描き出すことに、成功したといえる。
5
　ここまで、語りの「ゆらぎ」を通してアメリカ南部のどのような状況が、
「あの夕陽」の中に浮かび上がってくるのかという点を考えてきた。ここ
では、その結果を踏まえて作品のタイトルのもつ意味合いについて考察す
る。
　作品の中に、セントルイス・ブルースの歌詞を思い起こさせる箇所があ
るとすれば、1番目のセクションの終わり近くに現れる、次のような部分
のみであると思われる。“But it’s all right now. He’s probably in St. Louis now. 
Probably got another wife by now and forgot all about you.”（295）子供たちの父
親が、ジーザスを怖がるナンシーを宥めようとして発する言葉である。ナ
ンシーは、セントルイスにいるかもしれないジーザスの新しい恋人を想像
し、嫉妬にかられる。しかしこの部分以外に、この作品とブルースとの間
には、なんらかの関わりがあるのだろうか。
　ジェイムズ・コーンは、黒人霊歌とブルースを論じた著作の中で、ブルー
スの「気分は霊歌のエートスに非常に近い……ブルースと霊歌は同じ経験
基盤から生まれでたもの」であると主張し、ブルースが霊歌に直接由来す
るものであることを強調している。（コーン、184）ここで「あの夕陽」に
目を向け、子供であるクエンティンが、黒人女性のナンシーの体験にどの
ように接し、そこから何を感じ取っていたかを探ってみよう。例えば次の
ような描写が、作品のあちこちに埋め込まれている。子供たちは、嗅覚や
視覚によって敏感に、「異質なもの」を感じ取っている。
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There was something about Nancy’s house; something you could smell. Jason 
smelled it, even. “I don’t want to stay here,” he said. “I want to go home.” (302)
“I know another story,” Nancy said. She stood close to the lamp. She looked 
at Caddy, like when your eyes look up at a stick balanced on your nose. She 
had to look down to see Caddy, but her eyes looked like that, like when you 
are balancing a stick. (303)
人一倍感受性の強いクエンティンは、黒人女性ナンシーの実存的な恐怖
を、非言語的なサインや兆候から読み取り、「子供の視点の語り手」という
回路を用いて、それを読者に直接伝えている。クエンティンはまた、恐怖
にかられたナンシーの口から漏れる音に、実に7回も言及している。例え
ば以下のような場面で、ナンシーから出てくる“sound”が取り上げられて
いる。
“Jesus,” Nancy whispered. “Jesus.” “Was it Jesus?” Caddy whispered. “Did 
he try to come into the kitchen?” “Jesus,” Nancy said. Like this: Jeeeeee- 
eeeeeeeeesus, until the sound went out like a match or a candle does. (296)
“You hush up,” Dilsey said. Nancy held the cup in both hands, looking at us, 
making the sound, like there were two of them: one looking at us and the 
other making the sound. (298)
ナンシーの“sound” に対する言及は、作品の中で一定の表現を用いて反復
されると同時に、場面を重ねるごとに変奏が加えられる。読者はクエン
ティンの語りを通して、この “sound”の本質に、さまざまな方向から接近
することになる。そうすることによって得られた情報を総合すると、“Not 
singing, not crying, not unsinging”と表現されるこの音は、コーンのいうとこ
ろの霊歌あるいはブルースの、絞り出すような叫びに似た音だったのでは
ないかと考えられる。
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　一方LeRoi Jonesは、「ブルースの直接の先祖にあたるのはアフリカン・
アメリカンのワークソング（労働歌）であり、その音楽的起源は西アフリ
カに由来する」と簡潔に規定したあとで、18世紀以来、西洋の研究家たち
が、アフリカ音楽は全音階を「逸脱」していると判じたことを取り上げ、
「アフリカ人は全音階を使わず、アフリカの音階を用いているのではない
か、という考えがなぜ浮かばなかったのだろうか」と述べている。さらに
続けて、「全音階の三度と七度を出そうとするとき、ほとんどいつも、歌い
手はずらしたり、ぼやかしたり、揺らしたりという効果によってこの二音
を大きく外す」と説明したあと、アフリカ系の音楽におけるこうした「ず
らし」や「ぼやかし」という効果、ブルース音階の基本をなす「逸脱した」
特質こそ、音符を「ブルーにすること」であると論じている。11）
　ここで再び、「あの夕陽」のナンシーが置かれている状況を考えてみる。
子供の視点の語りを通して提示される、ナンシーの言動の断片をとらえて
集約すると、白人から「逸脱者」のレッテルを貼られているナンシーの、
その存在自体がブルースを体現しているさまが浮かび上がってくる。
　コーンによれば、「ブルースは、アメリカにおける黒人的実存の生得的部
分であるので、黒人ならだれもブルースの感情を逃れることはできない。」
（コーン、190）コーンは、以下に列挙するようなブルースの歌詞を例にあ
げ、ブルースのさまざまなタイプを紹介したあとで、次のように述べてい
る。「ブルースは白人社会の不条理を承認しようとしない人々についての
語りである。」「ブルースの感情は、すぐに過ぎ去っていく一時的な『不快
な気分』のことではない。ブルースは、実存そのものの構造や意味と密接
に関連している。」
I worry all day, I worry all night, / Everytime my man comes home he wants 
to fuss and fight./ When I pick up the paper to try to read the news, / Just when 
I’m satisfied, younder comes the blues. （コ ンー、203）
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Well, the blues ain’t nothin’ / But a workingman feelin’ bad. / Well, it’s one of 
the worst old feelin’s / That any poor man’s ever had. （コ ンー、203）
Good mornin’, blues, / Blues, how do you do? / Yes, blues, how do you do? / 
I’m doing all right, / Good mornin’, How are you? （コ ンー、204）
Now, if you’re white / You’re all right, / If you’re brown, / Stick aroun’ / But if 
you’re black / Git back! git back! Git Back! （コ ンー、208）
上記のようなブルースの歌詞に加えてコーンは、ブルースの根底にある
「気分」を簡潔かつ衝撃的に表現した一節を紹介している。それは、「こん
なに黒くてブルーだなんで、いったいわたしが何をしたというんだろう」
というものである。この一節は、「あの夕陽」におけるナンシーの「気分」
と直結するように思われる。「あの夕陽」の語りに織り込まれたナンシーの
セリフを、幾つか取り上げてみよう。ナンシーが、自分の存在そのものに
ついて発言している部分に注目してみる。
“Yes,” Nancy said. She looked at me. “I done finished.” She looked at me. 
“What is it?” I said. “What is it?” “I ain’t nothing but a nigger,” Nancy said. 
“It ain’t none of my fault.” (293)
「黒人であることは自分の責任ではない」という言葉を、ナンシーは一度
ならず口にする。（“I just done got tired,” Nancy said. “I just a nigger. It ain’t no 
fault of mine.” (309) ）また、ジーザスから逃れるすべについて相談をしてい
る次の場面では、「しばらく身を隠したらどうか」というコンプソン氏の助
言に対し、「どうしようもない。解決をさきにのばして逃げても、何の役に
もたたない。これは自分の内に組み込まれたもの」と答えている。
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“Then what do you want to do?” father said. “I don’t know,” Nancy said. “I 
can’t do nothing. Just put it off. And that don’t do no good. I reckon it belong to 
me. I reckon what I going to get ain’t no more than mine.” “Get what?” Caddy 
said. “What’s yours?” “Nothing,” father said. “You all must get to bed.” (307)
上記の引用部分から読み取れるのは、以下のような事柄である。生きてい
る以上、黒人であることによって巻き込まれるすべての状況から逃れよう
がないことを、ナンシー自身が痛切に認識している。そのナンシーの言葉
を、子供の視点を装着した語り手が、耳に捉えたままに語っている。しか
しナンシーの言葉のもつ本質的な意味は、父親の牽制によって、子供たち
には隠蔽されたままになっている。
6
　「あの夕陽」の物語の中から立ち上がってくるのは、ブルースを内に抱
えたナンシーの、ありのままの姿である。先に述べた子供の視点の語りに
よって、これが可能になっているのだが、この語りの問題に付随して、登
場人物の会話の流れについても興味深い特徴が見られる。
　LeRoi Jonesは、アフリカ系アメリカ人の中に流れる音楽の伝統の、ある
一つの側面を以下のように説明している。
Another important aspect of African music found very readily in the 
American Negro’s music is the antiphonal singing technique. A leader sings a 
theme and a chorus answers him. These answers are usually comments on the 
leader’s theme or comments on the answers themselves in improvised verses. 
(Jones, 26)
ここで取り上げられている“the antiphonal singing technique”は、「あの夕陽」
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における父親と子供たちとの会話のスタイルに、奇妙に符合する。リー
ダーがテーマを歌い、コーラスがそれに答えるという交唱的な歌唱技術
が、あたかもコンプソン氏とキャディおよびジェイソンの会話の部分に応
用されているかのようである。
　また「あの夕陽」では、大人たちの会話やナンシーが出す“sound”の背後
あるいは隣で、そのやりとりにかぶさる、あるいはその隙間に合いの手を
いれるようにして、子供たちのやりとりが進行しているさまが、頻繁に描
写される。12）子供達のやりとりは、おおむね反復と変奏の形式をとるが、
これは、1行目と2行目でフレーズを繰り返して3行目でなんらかのまとめ
がなされる、というブルースの歌詞の進行を想起させる。このようなやり
とりが作品全体にちりばめられたあと、最後のセクションの末尾では、子
供ふたりに加えて父親が入り、3行1セットのやりとりを2回繰り返す。こ
れが物語の幕切れとなっている。
“I wouldn’t,” Jason said.
“You’d cry,” Caddy said.
“Caddy,” father said.
“I wouldn’t,” Jason said.
“Scairy cat,” Caddy said.
“Candace,” father said. (309)
　こうしてみると作品全体にわたり、子供の視点を通して浮かび上がって
くるナンシーの生きざまに加え、ほとんどのセクションの中心をしめる会
話の構造自体も、タイトルが示すブルースの概念と密接に関わっているよ
うに思われる。そうであれば、ブルースを体現するナンシーの存在は、終
始物語の中心にあるのではないかと考えられる。子供達は、ナンシーのブ
ルースを浮き彫りにする、いわばコーラスのような役割を担っているとい
える。
名古屋外国語大学外国語学部紀要第46号（2014.2）
― 142 ―
7
　ところで、セントルイス・ブルースを作曲したW.C.Handyは「ブルース
の父」と呼ばれているが、その呼び名から想像されるような、ブルースの
創始者というわけではない。Handy自身は南北戦争後に二極化した黒人の
共同体において、指導的立場にあった黒人層に属する。彼は2代続いたメソ
ジスト教会の牧師の家庭に生まれ、一度は教職につきながら、家族の中で
は変わり種の、音楽の道を選んだ。中西部を広く旅して音楽にふれたのち、
ミシシッピ・デルタのクラークスデイルという町で“Knights of Pythias”とい
う楽団の指揮をまかされることになった。この仕事を引き受けたとき、デ
ルタを縦に走る鉄道のタトワイラーの駅で、ポケットナイフのスライドギ
ター奏法に出会う。1903年頃のことである。Handyは、自分にとって全く
新しい音楽を譜面に起こし、「ブルーノート、3コード進行、12小節構成」
という基本形を明確化して、世に送りだしたのである。すなわち、本来西
洋の譜面に出てこない音符をHandyが書き留めることによって、ブルース
は広まったのである。ブルースはデルタ周辺の地域性や独自性の枠組みを
越えて、たとえばシカゴへ渡り、一世代も経過せぬうちに、シカゴでまた
別の様相をおびて開花する。
　フォークナーは、このW.C.Handyの演奏を好んで聞いていた。ミシシッ
ピ大学に籍を置いていた時期にフォークナーは、Handyの楽団と、その前
景で踊る男女のカップルとを描いたスケッチを残している。しかしフォー
クナーはハンディの音楽が、いわば白いブルースであることを感じ取って
いたと思われる。それはフォークナー自身が、白人と黒人の二つの世界の
間を往来する、越境者だったからである。センシバーによれば、フォーク
ナーは子供のころ黒人の乳母キャロライン・バーに連れられて、ジューク・
ジョイントに出入りしていた。ここでフォークナーは、LeRoi Jonesが言う
ところの「西洋の規範に照らすことが、そもそも不可能で無意味であるよ
うな、アフリカの音階とリズム」に触れていたはずである。白人不在の空
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間で踊り歌う黒人達の “sound” を、直に体験していたのだと思われる。
8
　これまで述べてきたとおり「あの夕陽」は、語りのゆらぎによる曖昧性
や、子供の視点へのスライド、さらに、これによって生じるドラマティッ
ク・アイロニーを極めて戦略的に活用し、そこから浮かび上がってくる黒
人たちの現実の過酷さを描ききることに成功している。この作品のタイト
ルが示唆する、「白人の規範で解釈され明確化されたブルース」の限界を
前提としつつも、その規範とは別次元に存在する黒人の生のありようを、
独特の語りの装置を用いて可能なかぎり追求している作品だと考えられ
る。最後に再びコーンの言葉を借りるならフォークナーは、「白人アメリカ
における黒人的実存の不条理性を捉えて、それを生き生きと芸術的に」表
現したブルースを、短編小説という形式に流し込んで世に問うことを試み
た、と言えないだろうか。別の言い方をすればフォークナーは、ブルース
の散文化にチャレンジしたのであり、その意味でこの作品は、読者にとっ
てだけでなく作家にとっても、「チャレンジングな」ものであったに違いな
い。
注
1） 本稿は、2013年6月の日本アメリカ文学会中部支部例会における口頭発表の
内容に、大幅な加筆修正を加えたものである。
2） W.C.Handyのセントルイス・ブルースの歌詞は、男性に去られた女性の嘆き
をテーマとしており、次のようなフレーズで始まる。 “I hate to see that evening 
sun go down / I hate to see that evening sun go down / ’Cause, my baby, he’s gone left 
this town.”
3） William Faulkner. “That Evening Sun.” The Collected Stories of William Faulkner. 
Vintage Books: New York, 1977. p.289. 以下、この作品からの引用はこの版によ
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り、引用ページ数は、引用個所の末尾の括弧内に示す。
4） Skeiは以下のように、「あの夕陽」の “autonomy”を強調している。“ ‘That 
Evening Sun’ is one of the most reprinted and anthologized of all Faulkner stories, 
and critics generally agree that it is one of the few really great stories Faulkner wrote. 
Despite the temptation to read it in the light of The Sound and the Fury or Requiem 
for a Nun, or even more cautiously in comparison with “A Justice,” one should insist 
on the autonomy of this text.” (Skei, 180)
5） BollingerもPerrineと同様、作品内に織り込まれた謎について言及している。
“Although among Faulkner’s most frequently anthologized stories, ‘That Evening 
Sun’ represents a special challenge for both scholars and students…. while the story 
is often praised as perhaps Faulkner’s best, such lack of resolution where Nancy is 
concerned frustrates experienced and novice readers alike; even critical responses 
to the story have often centered on efforts to solve the mystery of Nancy’s fate, and 
alongside it the mystery of the story’s central focus.” (Bollinger 53-54)
6） Perrineは、作品の中に残された未解決の謎を列挙している。“Just as Caddy 
throughout the story keeps asking questions which are seldom answered by the 
adults, so the story itself keeps raising questions for which no sure answers are 
provided by its author. We may always, of course, conjecture, and sometimes infer, 
but rarely can we rest in certainty, though we sniff like bloodhound back and forth 
through the story searching for clues…. Here is a partial list of questions raised by the 
story, which cannot be certainly answered: (1) Why is Nancy so often late for cooking 
breakfast? ... (21) Is Nancy alive next morning? ” (Perrine, 295)
7） メンケンは、フォークナーの作家としての腕前を最大限に認める立場をとり
つつ、断固として改訂を要求した。“This is a capital story and I certainly hope to 
use it, but it leaves me with doubts about two points….I hesitate extremely to make 
such suggestions to an author of your skill, but such is my best editorial judgment. If 
you care to carry them out, let me have the MS. back at once. It is a fine piece of work, 
and I’d like very much to print it.” (Manglaviti, 651)
8） フォークナーは自分の意図をはっきりと説明してはいるが、それに固執して
はいないことを明らかにし、メンケンの提案を全面的に受け入れる姿勢を示
している。“However, if you think best, it might be taken out completely. I am glad 
you like the story; I think it’s pretty good myself. I did remove the ‘vine’ business. I 
reckon that’s what would outrage Boston.” (Manglaviti, 652)
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9） フォークナーが“the ‘vine’ business”と称した、削除部分を含む問題の箇所は、
以下のとおりである。
 　　 He said it was a watermelon that Nancy had under her dress.
 　　 “It never come off of your vine, though,” Nancy said.
 　　 “Off of what vine?” Caddy said.
 　　 “I can cut down the vine it did come off of,” Jesus said.
 　　 “What makes you want to talk like that before these chillen? ” Nancy said. (292)
10） ジュディス・センシバーは、“Faulkner’s Racialized Aesthetics: Modernist Loss 
and Initiation Rites in Faulkner and Literary Theory” (2006)の中で、「奴隷制およ
びジム・クロウ法時代のアメリカ南部において、白人の子供たちに対して行
われた、人種問題や人種差別主義に関わる教育という名の儀式」について論
じている。（センシバー、104）子供達が受ける残酷な洗礼を、センシバーは
「人種問題をめぐる喪失感」と結びつけ、これがモダニストとしてのフォー
クナーの創作方法の形成に、いかに影響を与えたかに注目している。
11） These sliding and slurring effects in Afro-American music, the basic “aberrant” qual-
ity of a blues scale, are, of course, called “blueing” the notes. But why not of “scalar 
value?” It is my idea that this is a different scale. (Jones, 25)
12）  次の部分では、大人たちの会話に、下線を施した5歳のジェイソンのセリフ
が、被さるように挿入されている。（下線は筆者による）Dilsey cooked sup-
per, too. And that night, just before dark, Nancy came into the kitchen. “How do you 
know he’s back?” Dilsey said. “You ain’t seen him.” “Jusus is a nigger,” Jason said. 
“I can feel him,” Nancy said. “I can feel him laying yonder in the ditch.” “Tonight?” 
Dilsey said. “Is he there tonight?” “Dilsey’s a nigger too,” Jason said. “You try to eat 
something,” Dilsey said “I don’t want nothing,” Nancy said. “I ain’t a nigger,” Jason 
said. “Drink some coffee,” Dilsey said. She poured a cup of coffee for Nancy. “Do 
you know he’s out there tonight? How come you know it’s tonight?” (298)
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